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【形状・構造及

［各部の名称］
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［使用方法］ 

以下の手順の
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・ 装置が異常動作をした場合は、直ちに電源を切る。 

・ ガードボウルの開閉、検体の取扱いは、安全キャビネット内

で行う。 

・ オートクレーブでの滅菌後にガードボウルを取り扱う際は、

手袋等の保護具を装着する。 

・ チャンバーは、バランス良くローター（ガードボウル）にセ

ットする。 

・ ガードボウルを持ち運ぶ際は、ボウル蓋をロックし、両手で

ガードボウルを保持する。 

・ 装置の定期点検を、1年に1回行う。 

・ 運転後、ボウルふたをロックした状態で放置しない。 

・ 装置やガードボウルにUV殺菌灯光を照射しない。 

・ 装置やガードボウルにオゾンガスを暴露させない。 

【保管方法及び有効期間等】 

*［耐用期間］ 

耐用期間 ：製造出荷後 ８年[自己認証（当社データ）による] 

条 件     ：取扱操作説明書及び添付文書に記載された取扱注意

事項あるいは保守・点検に係る事項を順守し、定期

的に日常点検・保守点検を実施すること。 

点検結果により、下記に示す主要な構成部品や保守

点検事項に記載された交換部品を適切に交換するこ

と。保守に用いる主要な構成部品は下表の通り。 

主要な構成部品名 使用耐用年数 

制御基板 ５年 

電源装置 ５年 

検出センサ ５年 

DCモータ ８年 

モータドライバ ５年 

ガードボウル ３年 
※ ここに記載した装置の耐用期間及び主要な構成部品の

使用耐用年数は保証期間ではなく、上記の条件を満た

した場合での平均的な年数となるため、使用環境、使

用方法などにより異なります。 

 

【保守・点検に係る事項】 

［使用者による保守点検事項］ 

 詳細は取扱操作説明書の「日常の点検とお手入れ」をご参

照ください。 

・操作パネルの清掃 

操作パネル面は、乾いた布あるいは中性洗剤液に浸

し固く絞った布で拭く。 

・装置の清掃 

装置蓋のパッキン、ガードボウルを入れる場所に溜

まった液等は、運転ごとに清掃をする。 

清掃には、消毒用エチルアルコール、または消毒用

イソプロピルアルコールを用いて、柔らかい布に浸

し、軽く拭く。 

・ ガードボウルの処置 

ガードボウルは、滅菌、消毒を行うことができる。 

オートクレーブ（121℃、20分）により、滅菌をする

ことができる。 

消毒は、次亜塩素酸ナトリウム水溶液（ただし0.5％

以下20分以内）、消毒用エチルアルコール、あるい

は消毒用イソプロピルアルコールに浸漬する。 

滅菌・消毒後、中性洗剤液もしくは石けん水を用い

て柔らかいスポンジで汚れを落とし、水ですすぐ。 

引き続き、自然乾燥する。なお、乾燥機を使用する

際は80℃以下の設定温度とする。 

・チャンバー6ml/ 12mlの処置 

チャンバー6ml、チャンバー12ml、ゴム板6ml、ゴム

板12ml、チャンバーホルダー6/12ml、チャンバーキ

ャップ6/12mlの汚れは、水（40℃以下）または消毒

液で洗い落とす。消毒液を使用した後、良く水洗い

を行う。 

・チャンバーセット１mlの処置 

使い捨てであるため、検体および試薬に対応した方

法で廃棄する。 

・パッキンの交換 

ボウル蓋のボウルパッキン、Ｖパッキンは、劣化し

たら交換するか、少なくとも年一回交換する。その

際、パッキンの装着向きに注意する。 

 

［業者による保守点検事項］ 

以下の項目を必要に応じて点検し、部品を交換します。 

・ガードボウルの点検 

・駆動部（モーター）の点検 

・アンバランス機構の点検 

・蓋ロック機構の点検 

・蓋開閉機構の点検 

・制御基板の点検 

・各種パッキン・消耗品類の点検 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者 

名  称：サクラ精機株式会社 

電話番号：026-272-8381 

 

製造業者 

名  称：サクラ精機株式会社 長野本社工場 

 

 

販売業者 

名  称：サクラファインテックジャパン株式会社 

住  所：東京都中央区日本橋本町3-1-9 

電話番号：03-5643-2630 （営業窓口） 

機器の故障に関するお問合せ先：０１２０-３９２-８７４ 

（フリーダイヤル） 

 

 


